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「不思議な赤いざぶとん」
{〉みなさんからの感想
i
相津策さん
私が「ききみみ」を知るきっかけは、藤かおる先生からのご案内で
した。平成十七年春に藤先生からお便りをいただき、五月の第十一回の会に初めて出席 せていただきました。以来出来る限り出席するよう心かけて、いろいろな語り手の方々バ歌・音楽を聞き、楽しい一時を過ごさせていただきました。
老いも若きも一緒になり、狭いながらも和気藷々とした部屋で語り
手と聴き手が、お互いに手が届くような距離で聴くことができる、この「広場」が、私は好きでした。この間、私どもの会が二回も語り手として機会をいただきました。
将来また、もし事情が許されれば、どこかでこの様な場を作ってい
ただければありがたいです。出席 と思っていますし、紙芝居や語りなどで私どもがお役に立つことがあれば喜んで参加だきたいと思ってお ます。荒井和子さん
大学の中で座ぶとんに座り、小さなお子様から老令の私達までと、
幅広い年代の人々がくつろいだ雰囲気の中で、民話の語りを聞 たり、アジアの他国の文化に触れさせていただいたりと楽しい体験で
馬頭琴・歌声と大草原の豊かさと風を小さな空間で存分に味わう事
が出来ました。金地美紀ちゃん
私は、ききみみ広場に参加して一番楽しかったのは、お話でした。
その中でも特に良かったのは、「福の神とびんぼう神」です。あらすじはびんぼうな男の人が働き者の女の人とけっこんしてお金持ちになって、 んぼう神が福の神になるお話です。私の好きなところは、福の神がびんぼう神にすもうで負けて打ち出 こづちを落と にげ帰っていくところです。
次は「かえるのぼたもち」です。この話は、とてもいじきたないお
ばあさんがぼたもちをもらって、ぶつだんにかく ておじいさんに食べられないようにおまじないをかけるお話です
ι
私の好きなところは
おばあさんがぼたもちに、「おじいさんが来たらかえるに化けろ。おばあさんが来たらぼたもちにもどれ」というところです。なぜかというとおばあさんのおまじない 面白いからです。この五年間とても楽しかったです。
金地哲史くん
僕は、本や物語を読むのが余り好きではありませんでした。ですが、
この「ききみみ広場」に参加してから少しずつ本を読むようになりました。それはこの会に参加をして、昔話や色々なお話 聴き、本の面白さを気付けたからだと思います。
その他にも、季節の歌、童謡、外国の歌を歌ったり、楽器の演奏を
聴いたりも ました。その中で一番心 残った会は太鼓の会です。会
場には縄文土器に動物の皮を張った物や、マサイ族の方に作って貰ったという太鼓など、普段見られないような太鼓がいくつかありました。その太鼓は同じように見えても一つ一つの音が違い、僕は興味を引かれまし 。
このききみみ広場で沢山「面白いな」と思うものを見つける事が出
来ました。ここで学び、楽しんだ事をこれからも色々な場所で生かしていきたいです。金地佳恵さん
ききみみ広場は、私にとって心のオアシスでした。懐かしい幼き頃
の温かいぬくもりの場所でした。民話、童謡、外国の話し、琵琶、太鼓、口琴、馬頭琴、躍り。どれも、私が昔 聞いたお話しゃ音楽とは違うものが多かったのに、どこかで出遭っ 様な距離感の近い優しさを感じていました。
日常生活に追われている昨今、自分の為 じ くりと聴く事の何と
充ち足りた気持ち 嬉 さよ。しかも機械に固まれてしまった社会から離れて、人の奏でる音楽や 語りに静かに心ときほぐす安らかさ。語りは、本を読むのとは た違い、人の肉声を通 て、その情景が、心の琴線をピンッとはじいて、響き渡ります。例えば、木の実 池にコロコロポッチャ と落ちる音。語り手の言葉や声の抑揚で 今 まさに木の実が池の中に落ちていきました。又 鬼がザッザッザッと橋を渡る場面。ギヨロリと脱みをきかした鬼達 太鼓橋を渡っていく姿が、目の前を通り過ぎていきました。「くらっこ」と声をふりしぼり叫ぶ母の姿に、涙が思わず、つ
l
ッと頬を伝って流れました。
赤ん坊から老人まで、すべての人達に、ききみみ広場での体験を感
じて欲しいと思います。口から耳へ、心から心へ伝え 欲しい営みで
す。機械に固まれ、無機質さに慣れ、時間に追われる子供の多い昨今です。反面、共に、ききみみ広場に参加して、聴いていた子供達が、スポンジが水を吸う様に、聴きいっていた姿は忘れられません。きっと心に染み通っていた事でしょう。 つか、子守唄のような懐かしさをもってよみがえる日が来る事でしょう。人としての豊かさである口承を、私はこれからも大切 したいと思います。
次世代へつなぐ橋として伝えていき
佐藤歩くん
僕は、「ききみみ広場」でいろいろなことを体験しました。大きく
分けて二つあります。一つ目は、お話の世界との出会いです。僕は「ききみみ広場」に通う前もお話がすきでしたが、「ききみみ広場」でたくさんのお話を聞くことができ、お話がもっと大好きになれ た。
二つ目は、音楽の世界との出会いです。僕はもともと、歌なんて全
然知らなかったけど、「ききみみ広場」でたくさんの歌を知ることができました。
「ききみみ広場」で特に面白かったのは、びわを演奏してもらった
モンゴルの楽器、馬頭琴を演奏してもらったときです。「きき
では馬頭琴のようにさまざまな楽器にふれ合うことができ
時 と 、みみ広場」ました。
このような体験の場がなくなってしまい残念です。
佐藤佐智子さん
私は稲毛図書館で「ききみみ広場」のポスターを見て、小学生だっ
た子どもたちを誘って参加しました。珍しい和楽器を身近で聞いた 、留学生の方々の歌や踊りを見 り、毎回とても楽し です。
子どもと自転車で行ける近場で、いつも外から見ている大学に堂々
と入っていける楽しみもありました。
私は小学校でおはなしボランティアをして るので、いろいろな方
のおはなしを聞くことができて、とても刺激になり、たくさんのことを学ばせていただきました。親子で楽しくゆっ りとおはなし会に参加できて、 がもっともっと好きにな 、身近な子ども ちにたくさん語っていこうと思いました。
上の姉が中学生になり部活があって参加できなくなり、下の子と通
うようになりました。高校生にな た今でも「今日の『ききみみ広場』ではね、」という話題でその晩は盛り上がっています。家族みんなで楽しい経験をたくさんさせ いただきました。清水昌美さん・元喜くん・善仁くん「ききみみ広場で一番思い出に残ったもの」清水元喜くんニ二枚のお札のお話清水善仁くん一かえるとぼたもちのお話清水昌美さん一ホットケーキを作る音 合唱。皆でつくりあげた、会場の一体感がとてもここち良かったです。
高森智子さん
縁あって、平成十五年四月から平成十九年三月までの四年間、私は
千葉市内の小学校の図書館指導員をしていました。偶然にも、私が就職したのと同じ年にききみみ広場が始まりました。
図書館指導員は、子どもたちにお話を聞かせるのも仕事の一つです。
ですから、私にとってのききみみ広場は、個人的な楽 みの場所 あると同時に、語り手としての勉強 場でもありました。
たくさんの素晴らしい語りを聞く度に、これ今度学校の子ど
もたちにも聞かせたい!」「こういうの、学校の子どもたちに見せたら喜ぶだろうな」と思ったものです。残念ながら実行できたものは少なかったのですが、そうい に触れられる機会に恵まれ だけでも、私は幸運 ったと思います。ききみみ広場にやって来る時の私の気持ちは、予告した時間になると図書館のお話コーナーに我先にとやって来て座り 「今日はどんなお話なんだろう」と目を輝かせ いた子どもたちとそう変わらないのかもしれません。たぶん、人は幾つになっても、楽しいお話には心を惹きつけら てしまうものなのでしト品
λ
ノ 。
「 あ 、
この五年間で聞いた話の幾つかは、今も心の中に残っています。こ
の広場を通じて出会った方々と、またいつかどこかで 会 できる日が来ることを願っています。田中由喜子さん
千葉大生のモンゴルの馬頭琴、
て朗読をしました。
他のグループと演じるのは初めての体験 、自分の出番も忘れて、
音楽を楽しんでしまいました。
他の企画と違って、とてもユニークな「ききみみ広場」でした。
モンゴル舞踊と共にむかし話、
そ
し
寺内康子さん
「ききみみ広場」
のおかげで私も良い体験をさせて頂きました。
渚成希くん
ぼくは一年から三年までききみみ広場に行きました。
いっぱいお話
してもらった中で、
おもしろかったお話は、
一番さいしょのお話と十
一一月のお話です。
一番さいしょのお話は、こうだんで、「きつねのしっぽ」と言うお
話をしてくれました。きつねがしっぽで釣りをして、池が凍ってしまってしつぼがちぎれた です。そのお話のおも ろかったところは、はりせんを使うところです。お話のとちゅうに、パンパンと、たたく
おもしろかったです。
の で 、
はりせんを使った人(編注一寺内康子さんのこと)に「はりせんが、とて
も良かった」と言ったら、作ってぼくにくれました。その事もとてもうれしかった す。
二年の時から、学校の友達といっしょにききみみ広場に、
た
いきまし
「
F
」
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ぼうし
十二月のお話は、との様のぼうしが んでいって
が落ちたじゃないか!落ちてる物は拾え!」そしたら馬が、う
O
こ
をしはじめました。そしたらおしようさんが、「お、つ つぎに黒いもんが落ちてるぞ! かし、入れるものが無い!そうだ との様のぼうしにいれよう」「あれ、わしのぼうしがないぞ」「 の様、それなら私が持ってます 。黒いものが た 、ぼ にいれていました」「ばかもん、 てるものはふんづけろ! そしたら 今声で馬が驚いて、との様を としてしまいま た。そこ 「おの様が落ちてるぞ。落ちてるものはふんづけろって言 てたからふづけよう」そ てと さまはふんづけられま た。
十二月のお話は、う
O
こを拾ったり、との様をふんだりしていた事
がおもしろかったです。渚七重さん
成希が小学校に上がったときから、参加させていただきました。と
ても面白く、「また、行こうね!」「楽しかったね!」といいながら、今日に至っています。成希も三年生になり、このごろは、「僕は友だちと行くから、お母さんこなくても大丈夫 と 自分の守備範囲の楽しみにしているようです。
ききみみ広場の楽しい催しで、よく印象に残っているのは、韓国や
ネ 。 ハ
i
ルなど外国のお話、それから「うた遊び」です。特に、韓国の
お話は、語り手の方の真 せまった語りにおもわず引き込まれました。お話のさいごに怖い魔物(でしたつけ)に豹変され 、「お前だ!」といわれた時は、本当に怖くて心臓が縮み上がりまし !
学校のお友達やそのお母様たちもお誘いして、愉しい時が持てまし
た。文化的水準が高そう、とか、お勉強 役立つ、とか、いろいろな効能(?)がありそうな感じもよかったです。ちょうど成希が低学年の時期に、いろ ろなお話や歌に触れ、児童期の心を育てて頂いたと感謝しております。福田光子さん
私の語りの原点は母の生家でした。婆(ば)つぱが囲炉裏のそばで
むがしつこを語ってくれました。 れから数十年 私 語るきっかけを与えてくださったのが、藤先生との出会いでした。藤先生 らむかしぱなしの楽しさと奥深さを教えていただき、幼い頃聞いた婆つぱのむが つこを思い出し語り始めたので
だから私の「三枚のお札」は正に婆っぱ むがしつこ 語りのスタ
イルも方言も。今は亡き婆 ぱの歳に近づいて、正真正銘の「婆っぱのむがしつこ」語りになりたいと心底思っております
そんな意味でも、むかしぱなしは、人と人との出会いだと思います。
千葉大「ききみみ広場」た 。
に出会えたことは私の大きな財産になりまし
藤光代さん
「ききみみ広場」の会場は、千葉大学文学部社会科学研究科棟四階
の一室です。いかめしい肩書 のその部屋に、赤いざぶとんが並べられていました
大学にざぶとんがあったの?」
「どこかから、借りて来たのかしらね?」ふだんは、講義や研究などが行われる一室が、あたたかな、居心地
の良いお部屋となっていました。
そして、その赤いざぶとんは、不思議なざぶとんでした。こわ
1
い話やおかしな話、昔語りが語られると、聞き手のわたした
ちを、いろり端や、こたつの中へと連れていってくれるのです。
ほほづえをついて、おばあちゃんから昔っこを聞いた幼い日、そん
な日があったような思いに引きこま た、楽 いひと時でした。
秋田の「三枚のお札」、山形の「くりくり、チャボ
l
ン」などなど。
地元千葉のおどけ者 印内 じゅえむさん とぼけたしかえし話には、大笑いじましたつけ。
平家琵琶の悲しい語りに涙ぐんだ時に 赤いざぶと は やさしく
温めてくれたのです。
落語や講談は寄席に出向いたような華やかな装いで、迎えられまし
た 。 「えーっ!赤い不思議なざぶとんは、
きまし 。
ユーラシアからのさわやかな風も運んで
ロシア出身の大学院生、
ナタ
l
リアさんが語ったサハ共和国の民話
マンモスの故郷を忍ばせる貴重なお話でした。
モンゴルからの留学生は、美しい民族衣装と、身内の誰彼に似てい
る親しさでした。
茶碗踊りの巧みな優雅さ。モンゴル民謡ののびやかな歌声、馬頭琴
の響きは、モンゴル草原に立っているかのような想像の空間に誘われたのです。
日本を含むユーラシア文化の豊か 、大きさ 温かさを「ききみみ
広場」は私たちに伝えて下 いました。
またいつの日にかの出会いを信じて。
斗
Jh、
宝理とも子さん
何回目の時だっ か!かたりべの方が重箱を開けたとたん、まんじゅうのかわりにピッキ
ーが、何びきも何びきもとび出して聴いていた大人も子供も大変びっくりしました。秋田県ではかえるの事をビッキ!と呼ぶそうですね当時三才と五才の孫がその輪ゴムのついた折り紙のピッキ
l
を手に
大事そうに持ってニコニコしてたのを山見え おります。その孫も来年は上が小学 年、下が小学一年になります。
私の場合「ききみみ広場」以前に娘の専門学校で 藤先生との出会
いから、約十年間母である私までいろいろ イベントに出席させただきました。
十二月の「ききみみ広場」で藤先生 らクリスマスのプレゼント
孫二人、赤長ぐっと黄色の長ぐつをいただいた当日 夜、るす番電話に先生の孫をほめて下さった言葉、一生忘れ せん。藤先生ありがとうございました。
御船順子さん
印象に残っているのは異文化に触れた事です。お名前は忘れてしま
いましたがモンゴルの馬頭琴と歌。広い草原に響きわたるようないいお声で 。
それから茶わん踊り。美しい笑顔のおじようさんでした この方達
のグループ?が出演なさるというので、文京シビックの小ホ
l
ル
( 二
OO
六年六月十六日モンゴルチャリティコンサート)にも行きま
した。とてもとても面白く楽しかったコンサートでした。又、別のお教室で行われた(カウンターテナ
l
の爾鞠忠史さんが来られたと思い
ます)バロック音楽 非常に質が高い、興味深いものでした。出演者も力が入っていました。こんなにいい催 なのに、人が少なくて地元民として恥かしい気がしました。(何で千葉大生が来ない !)
五年間続いたとのことですが、私が参加したのは玉、六回かも知れ
ません。お話し会グリグラ森本希代美さん
私たち、お話し会グリグラは、二回ほどパネルシアターをやらせて
いただきました。子どもたちも、大人たちも一心に ちらを見つめてらっしゃって、緊張したことを覚えています。終わったあと は、「これはどういう仕組みなの?」と、質問を下さる方も多く、その交流の時間も楽し ものでありま 。
観客としましては、モンゴルの昔話や、民族衣装の美しさが、初め
て見聞きすることだっ 強く心に残っています。渡り鳥の歌を振り付きでみんなで歌っ ことも、とても楽しい思い出です。
それと、おはなしおばさんこと藤田浩子さんのお話し会をきくこと
ができたのも、貴重な体験 た。とて 勉強になりました。心が子
ど の ム 一 ? も 、
どもに戻りました。
ほのぼのあたたかい異文化交流の貴重な会でした。
